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本日の内容

１．首都高速道路の概要

２．首都高速道路の構造物維持管理の現状

３．首都高速道路の構造物維持管理に関する新たな

取組み

４．首都高速道路のコンクリート構造物維持管理に関

するトピックス



自己紹介

略歴
昭和58年3月 早稲田大学大学院修了
昭和58年4月 首都高速道路公団採用

（平成元年8月～平成3年6月 米国スタンフォード大学大学院留学）

平成14年5月 東東京管理局設計課長
(平成17年10月 首都高速道路公団民営化 首都高速道路（株）に）

平成20年7月 保全交通部鋼構造物疲労対策室長
平成22年7月 神奈川管理局保全部長
平成24年7月 品質管理室長
平成26年7月 技術部長
平成27年7月 （株）エイト日本技術開発入社

専門分野
道路構造物の維持管理



１．首都高速道路の概要



１．首都高速道路の概要
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首都高の概要

（平成29年4月1日時点）

営業中路線 318.9km
建設中路線 9.7km
利用者数 約9７万台/日



１．首都高速道路の概要

首都高の延長は、東京23区内の道路の約15％であるが、走行台キロ、貨物輸送
量はその2倍の約30％を占めている。
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１．首都高速道路の概要

（１）首都高の歴史

昭和30年代初期の日本の道路事情
1956年（昭和31年）、日本政府が東京－神戸間の高速道路建設の調査のために
招いた世界銀行のワトキンス調査団が日本の道路事情についての報告書を建設省

に提出。当時の日本の道路事情の劣悪さを指摘。

「日本の道路は信じがたいほど

悪い。工業国にしてこれ程完全

にその道路網を無視してきた国

は日本他にはない。」

報告書表紙の写真
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１．首都高速道路の概要

東京の道路事情

・人口は昭和20年（1945年）に500万、昭和30年（1955年）に800万、
昭和40年（1965年）に1000万を超えた。
・自動車数は昭和35年（1960年）に50万台、昭和40年（1965年）に
100万台、昭和45年（1970年）に200万台、昭和55年（1980年）に
300万台を超えた。

・昭和30年代中期には都内主要道路
の交差点の交通量は飽和状態となり、

当時の大きな社会問題となった。



１．首都高速道路の概要

首都高速道路公団の設立経緯
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１．首都高速道路の概要

首都高ネットワーク整備の経緯

第1ステージ
（1959年～1970年）
都心部の渋滞解消を目途とし、

都心環状線および放射路線

（1期部）を整備
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１．首都高速道路の概要

第2ステージ
（1971年～1987年）
都市間高速道路と接続するため

放射路線を延伸
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１．首都高速道路の概要

第3ステージ
（1988年～）
首都高ネットワークの

さらなる効率化に向けた整備

（中央環状線、湾岸線の整備）
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１．首都高速道路の概要

東京オリンピックの影響

昭和34年、1964年（昭和39年）のオリンピックが東京で開催されることが決定した
⇒羽田空港、競技施設、選手村等

を結ぶ路線（オリンピック道路）

33kmをオリンピックまでに整備
することが至上命題となった

・ 建設コスト、建設工期を最小に

するため、可能な限り公共用地

を利用するよう計画

河川や運河等の公共用地上に建設された
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１．首都高速道路の概要
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首都高建設中（昭和37年頃）

上野駅前

海岸通り



１．首都高速道路の概要
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渋谷駅付近

渋谷駅付近



１．首都高速道路の概要

（２）代表的な構造物

長大橋
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横浜ベイブリッジ
橋長：８６０ｍ
中央支間：４６０ｍ
平成元年9月供用開始

つるみつばさ橋
橋長：１０２０ｍ
中央支間：５１０ｍ
平成５年12月供用開始



１．首都高速道路の概要

Page ・ 17

レインボーブリッジ
橋長：７９８ｍ
中央支間：５70ｍ
平成4年８月供用開始

五色桜大橋
橋長：１４２ｍ
平成14年12月供用開始



１．首都高速道路の概要
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山手トンネル



１．首都高速道路の概要
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１．首都高速道路の概要
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大橋JCTの施工
既供用トンネルに接続する分合流部の切開き施工

非開削切開きによる分合流部の施工



１．首都高速道路の概要
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非開削切開きによる分合流部の施工



Departure Shaft
Ohashi JCT

Lower shinagawa way shield

Upper shinagawa way shield

Lower ramp way shield

Upper ramp way shield

Range of enlargement in shield tunnels 

１．首都高速道路の概要
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Step 1Step 2Step 3Step 4Step 5

Step1
・ Installing inner supports

Step2
・Excavating from open space in
remained outer ring
・Setting several piece of segments

Step3
・ Lower side excavation

Step 6

Step4
・ Cutting away upper steel segments

Step5
・ Cutting away all steel segments
・ Place concrete for slab basement

Step6 (completion)
・ Installing slab, auxiliary facilities

１．首都高速道路の概要



3 From JCT to Shinjuku 

１．首都高速道路の概要

既供用トンネルに接続する分合流部の切開き施工
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１．首都高速道路の概要

2m 2m14m 12m

Side w
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RC Structure

Central Circular 
Shinjyuku Route Side Wall

Lower Slab

・Earth retaining wall is built.

・After completion of earth retaining 
wall, excavate and set wale and 
strads.

・And install the pipe-roof to prevent 
collapse of the ground.

・Each RC slabs are casted.

・Side wall  are constructed.

・After completion of RC structure,
Temporally partition panels will be 
fitted to reduce the influence of in-
service road.

・Cut the shield segment and the 
road will be expanding.

Temporally
partition panels



Page  26

１．首都高速道路の概要

Temporary partition panel

Vehicles have already pass 
through Shinjuku shield tunnel •Monitoring shield segment deformation is requisite,   while 

cutting away shield steel segment 



Redevelop area ： almost 38,000㎡

▼

１．首都高速道路の概要

大橋JCTの概要



１．首都高速道路の概要
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１．首都高速道路の概要
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屋上公園：目黒区立「目黒天空庭園」



１．首都高速道路の概要

（２）首都高の現状と課題

①構造物の老朽化

・1962年（昭和37年）の京橋～芝浦間（4.5ｋｍ）に始まり、2015年（平成27年）3月末
現在で延長310.７ｋｍを供用。最初の開通から約54年経過。
・経過年数40年以上の構造物が約3割（約108km）、30年以上が約6割（約173km）
を占める。
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１．首都高速道路の概要

②構造物比率が高い ⇒ きめ細かなメンテナンスが必要

・全供用延長のうち高架橋が約77％、トンネルが約12％、半地下が約6％を占め、
構造物比率が約95％と高い。
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上部工
鋼橋 約9,300径間
コンクリート橋 約2,800径間

橋脚
鋼製橋脚 約3,000基
コンクリート橋脚 約5,900基



１．首都高速道路の概要

③重交通

・平均で約97万台/日の自動車が利用しており、最大断面交通量は約16万台/日。
・大型車交通量は東京23区内の地方道の約5倍。軸重10トンを超える過積載車が多
いため、過酷な使用状況が原因の損傷が年々増加。
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２．首都高速道路構造物の維持管理の
現状



２．首都高速道路構造物の維持管理の現状
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点検の流れ



２．首都高速道路構造物の維持管理の現状

点検の種類と頻度



２．首都高速道路構造物の維持管理の現状

点検から補修までの流れ



２．首都高速道路構造物の維持管理の現状

緊急対応が必要な損傷 （Aランク損傷）



２．首都高速道路構造物の維持管理の現状

計画的に対応する損傷 （Bランク損傷）



２．首都高速道路構造物の維持管理の現状

近年の損傷発見件数と対応件数



３．首都高速道路の構造物維持管理に
関する新たな取組み



３．首都高速道路構造物の維持管理に関する新たな取組み

（１）事後保全から予防保全、予防保全から予測保全へ

耐久性向上対策

①コンクリート床版の耐久性向上策



②鋼床版の耐久性向上策

Page ・ 42

３．首都高速道路構造物の維持管理に関する新たな取組み



（２）大規模更新・修繕
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３．首都高速道路構造物の維持管理に関する新たな取組み



①大規模更新事例１ （東品川桟橋・鮫洲埋立部）
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３．首都高速道路構造物の維持管理に関する新たな取組み



②大規模更新事例２ （高速大師橋）
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３．首都高速道路構造物の維持管理に関する新たな取組み



（３）点検の高度化
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３．首都高速道路構造物の維持管理に関する新たな取組み



（４）新しいインフラ管理システム
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３．首都高速道路構造物の維持管理に関する新たな取組み
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３．首都高速道路構造物の維持管理に関する新たな取組み
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３．首都高速道路構造物の維持管理に関する新たな取組み
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３．首都高速道路構造物の維持管理に関する新たな取組み



4. 首都高速道路のコンクリート構造物
維持管理に関するトピックス



４．首都高速道路のコンクリート構造物維持管理に関するトピックス

（１）PCグラウト充填度調査

・PRC橋脚やPCプレテン桁の横締めPC鋼棒が腐食し破断、跡埋めコンクリートと
ともに飛び出し、第三者に損傷を与える事故が1990年代以降に顕在化
破断したPC鋼棒にはグラウトがほとんど存在していなかった
⇒ 首都高ではPC鋼棒の突出防止対策を実施するとともに、グラウト充填度調査
を実施

・グラウト充填度調査方法

a. ドリルにより削孔し目視により確認する方法
b. X線透過法による可視化する方法
c.  弾性波を用いて伝搬速度、振動特性等により判断する方法

衝撃弾性波法による実橋におけるグラウト充填度調査事例を報告する



①調査橋梁

PCポストテンション単純T桁橋 （2径間）
７主桁、桁長：27.95m、桁高：1.6m、昭和56年12月しゅん功
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４．首都高速道路のコンクリート構造物維持管理に関するトピックス



充填

未充填

・ＰＣ鋼材の端部を直接打撃

・受信波の減衰特性より充填度を判断

４．首都高速道路のコンクリート構造物維持管理に関するトピックス

従来の診断方法
従来の診断方法



②測定システム

Page ・ 55

４．首都高速道路のコンクリート構造物維持管理に関するトピックス
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４．首都高速道路のコンクリート構造物維持管理に関するトピックス

ｺﾝｸﾘｰﾄ表面からの打撃
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４．首都高速道路のコンクリート構造物維持管理に関するトピックス

③計測結果

伝搬速度計測結果
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４．首都高速道路のコンクリート構造物維持管理に関するトピックス

新しい発見

・前方高周波振幅波に着目することにより、従来の方法より精度よく判定することが
可能
・コンクリート表面からの打撃で測定可能

空隙充填前後の伝搬速度の変化 空隙充填後の波形



ご清聴ありがとうございました


